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Solar Cycle 23の
異常性による？
CO2増加の
効果による？
まとめ
• 今年度、生存圏科学萌芽研究課題『太陽物理学との連携による超高
層大気変動現象の研究』を立ち上げ、太陽からの紫外線量に焦点を
当て、超高層大気現象の一例として見られるSq振幅変動の長期的変
動の原因や太陽活動、CO2増加減少との関連性について調査を行
なっている。
• Sq振幅は2008年前後の太陽活動極小期において、従来の解析方法
にのっとれば、大きく減少しており、その原因解明が求められる。
• 太陽側に原因があるとすれば、従来紫外線の指標として良く用いられ
ているF10.7放射量が、超高層大気に影響を最も良く影響を与える紫
外線波長域に該当しているかどうかを明らかにしておく必要がある。
⇒おそらく、特に極小期に於いて最適な指標とは言えないのではないか。
• 太陽彩層全面画像から、F10.7に代わる最適な紫外線指標が抽出でき
ないかどうか、検討中。これを用いて、より長期の変動研究の指標とし
て用いて行く。
